桃色が 走馬燈 のように 視覚に ちらつき、 いかにも 女性 

的な 興奮と ノンセンスな 賑わいが 場内 を 熱く する。 I 

一 列に 舞台の 上で きまり、 さて 桜の 枝 を かざして 横 

を 向いたり、 廻ったり、 単純な 振りの 踊りが 始 つたが、 

その 中から 顔馴染 を 見出す の は、 案外 容易でなかった。 

花道 を 繰り出して 来た 時、 おや あれ かと 思い、 熱心に 

近づく 顔 を 見守る と 別人 だ。 左の 端から 五 人目のお ど 

リ 子が、 踊りながら 頻りに 此方 を 見、 ふっとし なをす 

る 眼 元 を 此方から も 見なお したら、 それが 桃 龍で あつ 

た。 やんちゃな 彼女が、 さも 尤もらしく 桜の 枝 を 上 



「 一 菊バ ンザ ー ィ！ 一 菊バ ンザ ー ィ！」 

歓声 を あげ、 俥 を 追って 龃 けて 来る。 揉まれながら 

俥 は どんどん 進み、 一緒に 走って ゆく 男の 幅広い 下駄 

で 踵 を 打つ 音が 耳 立って 淋しく 聞え た。 

野蛮な 声の 爆発が 鎮 ると、 都 おどりの ある 間 だけ 点 

される 提灯の 赤い 色が 夜気に 冴える 感じであった。 

空に は 月が あり、 ゆっくり 歩いて いると 肩の あたり 

がしつと り 重リ、 薄ら寒い 晚 であった。 彼等 は 帰るな 

り 火鉢に 手 を かざして いると、 

「どうで ござりました | 



鉢と こっくり 黄色い 粟の 色のと り 合わせが 美しく、 明 

るい 卓の 上に 輝 やいた。 女将 は 仲間で お茶 人さん と 云 

われ、 一草亭の 許へ 出入りしたり していた。 小 間の 床 

に 青 楓の横 物 をち よ つと 懸ける、 そういう 趣味が 茶器 

の 好みに も 現われて いるので あった。 

「 —— これ 美 * しい わね、 どこの」 

「河 村 のん ど つ せ」 

章 子と 東京の 袋物の 話な ど 始めた 女将の、 大柄な な 

リに 干からび たような 反 * の 顔 を 見て いるう ちに、 ひ 

ろ 子 は 或る ことから 一 種の ュ ー モア を 感じお かしく 

なって 来た。 彼女 は その 感情 を かくして、 



章 子 は 座布団 ごと そば へずりよ つて 来た。 

「どうです 女将さん、 当ります か」 

片手 を ひろ子に 執られた まん ま、 息 をのむ ようにし- 

「こわい もん どすな あ」 

そして、 本気に、 

「あんた はん、 ほん まに 手相お 見やす のん どす か 9 .1 

I ど の 筋が そ う ど す 浮気す る たら どこに 書い とお 

す」 

はま 

ひ ろ 子 は 思う壺 に 嵌りす ぎ て、 おかしい のと 照れ る 

のとで、 少し 赧く なりながら 説明した。 

「ほら、 ね、 この 人指し指と 中指の 間から 出て る 筋、 



まの 顔と 髪で、 

「おおしん ど！」 

直ぐ そこに ある 茶 を 注いで 飲んだ。 

「何で そんなに 息 切らし てんの や」 

「走って 来たん やわ」 

+P+P りよ 

「な あ、 へェ、 桃 龍 はんちゅうたら、 あての 手 無理 こ 

無体に 引っぱ つ て どんどん どんどん 走ら はるの や もん 

…：- 」 

桃 龍 は、 文楽 人形の ような グロテスクな ところが ど 

こに か ある 顔で 対 手 を 睨む ような 横目した。 

「 — 怪 体な 舞 まわされて、 走らずに いられ へん わ」 



都 踊りの 最後の 稽古の 日、 その 日 はま あ 大事の 日 だ 

としかさ 

から、 自信の ある 年嵩の 連中で もちやん と 時間 前に 

集って いたと ころへ、 桃 龍が たった 一人 遅れ、 しかも 

寝ぼけ 面で 入って 行った。 平気 さが、 瀧 沢と いう 年寄 

の 師匠の 癩に 触った と 見え、 

「そらもう 桃 龍 はん は、 何でもよ うでけ る さかい、 遅 

れて 来ても 大事お へん やろ」 

と 厭味 を 云った。 それが 出来ない 方で 寧ろ 有名な 桃 龍 

は 笑い出して、 満座の 中で ぬう と 師匠の 顔の 先へ 指さ 

しつつ、 

「う 1 そう I 



r — ようとれ るな」 

章 子と 二人の 話 声 をき きながら、 ひろ子 は 興味 を 

もって、 桃 龍の いたずら 描き を 眺めて いた。 「桃 龍 は 

んの 泣き面」 「ゲン コッ あんと 蕪 はん」 —— 「ゲン コ 

ッ あんと 蕪 はん」 は 彼等が 並んで 歩いて いる 後 姿 を 

描いた の だが、 滑稽な 中に よく 特徴 を 捕えて あった。 

う ま 

「上手い な」 

「 …… ええ もん 見せ たげ まひよ か」 

手提 袋から、 彼女 は 手帖 を 一 つ 出した。 ニ寸に 三寸 

位の 緑色の 手帖であった。 或る 頁に は 日記の ような も 

のが 書いて あり、 或る 頁に はいろ いろの 絵が 細かく 万 



した。 

「なんえ、 これ！ かわいそうな 目に会わさん といと 

くれ、 頼む ぜ」 

くろんぼ くろ，. pw* 

「黒人の 花嫁！ 黒人の 花嫁！」 

ひろ子が 笑い 涙 を 溜めながら 囉 した。 

お. P で おやで 

「こんな 嫁 はん あら へん —— 親 出 や、 親 出 や」 

「階下へ いて 見せた ろ」 

「 —— 一寸 待って、 何ぞ 頭へ 被らな あか へん わ、 ええ 

もんが ある、 ええ もんが ある」 

その上に 姉 様 かぶり を 手拭で させられた 章 子 をし よ 

びいて、 どやどや 部屋 を 出た。 



そこへ 龍 を 描こうと する 着想 は、 常時 生気 ある もので 

あつたに 違いない。 然し 平等 院の 眺めで さえ、 今日で 

は 周囲に 修正 を 加えて 一 旦 頭へ 入れてから でない と、 

心に 躍り込んで 来る 美が 尠ぃ。 

「_ —— 京都の 文化 そのものが そうじゃない？ 大 ざつ 

ぱに 云って」 

「或る 点そう 思う、 私 も」 

全然 反対の 例に とれる 龍 安寺の 石庭の ことな ど 喋り 

ながら、 彼等 は 真 葛ケ原 をぬ けた。 芝生の 上 はかなり 

もうせん 

の 人出で、 毛氈の 上に 重箱 を 開いて 酒 を 飲んで いる 連 

中が 幾 組 もあった。 大人の 遊山の 様が いかにも 京都ら 



しい 印象 を 彼等に 与えた。 

円 山の 方へ 向って 行く。 往来が 疎らに なった 彼方 か 

ら、 女が 二人 来た。 ぼんやり 互の 顔が 見分けられる 近 

さになる と、 大きな 声で 一 方が 呼びかけた。 

「ゲン コッ アン！」 

桃 龍と も 一人、 彼等の 余りよ く 知らない 女であった。 

「 —— おふれまい か？」 

例の 癖の 睨む ような 横目で、 桃 龍 は 章 子の 問いに 合 

点した。 

「どこへ おいき やすの」 

「どこつ て その 辺 ぶらぶら しょうと 思 つ て - 
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